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給水箇所は 台所流し一ヶ所 便所手洗一ヶ 庭先一
以上三ヶ所
塗工装 外部特殊シブ塗り仕上げ内部はオイルステイン仕上
げとす
外廻り 裏側西側は押縁下見張りとす
電気工事 図面通り施工，全部パイプ工事とし各部屋毎に
（応接を除く）コンセント一ヶ宛とりつける事 玄
関入口に電鈴をとりつける事 照明器具含まず
追記
（イ） 流しは注文者に於て購入のものを据付けガス台食器戸
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棚は本工事予算にて施行のこと
（ロ） ガス工事は本工事予算に含まず
（ハ） 排水工事は家屋より一米の巨
ママ
りに大マンホールを据え
それ以下は別途工事とする
（ニ） 四畳半の天井はスヽ竹竿縁にヨシズをかけ漆落しと
する ホールは木ズリ漆い天井とす
（ホ） 物置小屋（建築中大工泊小屋に使用し）工事完了後シ
ブ塗仕上げをすること
玄関内部及び入口は大谷石を敷くこと
本工事に使用する大谷石は注文者より無償提供のこと
右仕様書に記述なき部分については設計者伊藤氏と協議の上
その都度決定すること
（文中の下線筆者）
（資料中の漢字表記は適宜，新字体に改めた）
3－4 工事仕様書の検討
工事仕様書については，冒頭に「基礎下図の如きコンク
リート基礎とす」とあるが，それに該当する図はなかった。
また，「土台」の説明に続いて（へ）という項目が唐突に
挿入されている。本仕様書の後半に（イ）（ロ）（ハ）で始
まる箇所があるので，本来（ホ）の次に（へ）の項目が続
くのであろうが，何故か順番に乱れがある。
この仕様書には，具体的にイメージをむにはやや難し
い言葉づかいがあるので，ここで注釈を加えておこう4）
（文中の筆者下線の箇所）。
割栗としてコンクリート塊
割栗（石）とは基礎地業に使用する岩石を割って作った
石材を意味するが，石の替わりにコンクリートを使用した
ことになる。
大蛸
蛸（たこ）とは地業工事に使用する木製の道具。
見出しは約三寸五分とし猫（高さ八分）を打ち
見出しとは目に見える部分を意味する。文意から，地上
に現れた基礎の高さが3寸5分（約 10.6cm）だと思われ
る。猫とは「土台下と基礎との間に飼い込むものの総称」
という意味がある。その部分の高さが8分（約2.4cm）と
なる。
クレオソート
重油ともいい，木材用防腐剤などに使用される。
背割
木材の乾燥に伴う割れの生ずることを防止するために，
木の一辺の中央より樹心に達する鋸目を入れ，これに楔を
打ち込むことで，背割した側は見え隠れ（隠れて目に見えな
い部分）に回して使用する。
丸共四段積とし厚のし
丸共の丸とは，丸冠，つまり棟の一番上に来る冠瓦のこ
とで，それを含めて4段で棟が構成されているということ
になる。厚のしの「のし」とは熨斗，つまり棟積みに用い
られる短冊形の平瓦のこと。
鬼瓦珠数掛
珠数ではなく，数珠（じゅず）の誤記であり，鬼瓦の前
面に施された玉状の飾りを指す。
シブ塗り（渋塗）
柿渋を塗った仕上げで，防腐効果がある。主として木造
外壁に塗る。
オイルステイン
木部の着色材のひとつ。
押縁下見張り
間柱に打ち付けた下見板を更に押縁で止めるもの。
以下，本仕様書の内容を現状と照合してみよう。まず，
割栗にコンクリート塊を使用したことについては確認でき
ないが，興味深いのは，それが戦後間もない時代を反映し
ていたのではないかということであり，空襲で焼失した家
屋のコンクリート基礎を再利用したとも考えられる。
すでに注記をしておいた「見出しは約三寸五分とし猫
（高さ八分）を打ち」という箇所は，そこが通風に供すると
いうことから，例えば建物の正面側の基礎と土台に着目す
ると，地上に現れた基礎高は約13cm（仕様書では10.6cm）
で，土台と基礎の隙間は約1.5cm（仕様書では2.4cm）で
あった（図12）。なお，この土台の高さは13cmで，仕様
書では4寸角（約12cm）であった。
次に，瓦ならびに棟については，当該住宅の棟には，確
かに冠瓦がありその下に3段の熨斗瓦が数えられ，鬼瓦に
は数珠の模様が認められるので，記述と現状は合致する
（図17）。
室内の柱「杉三寸五分角（約10.6cm）を使用しホール部
分の中造型上一部四寸角（約12cm）」（ホールは応接間のこ
と）については，実測した結果，玄関土間廻りならびに和
室の柱は10cm程度で，応接間のそれは，大きいもので
14cm，それ以外は11.5cm程度のものが多かった。なお，
仕様書文中の杉三寸五分角に続く「見えがかりは背割付見
えかくれは背割なし」は，普通背割のある面は，見えがか
り，つまり見える面には使用しないので，この解説文は，
正確には「見えがかりは背割なし，見えかくれは背割付」
とすべきである。
テラスは「幅四尺五寸（約136cm）」という記載に対し
て，実際は約133cmであり，ほぼ同じとみてよい。また，
壁が「真壁白漆仕上げ四畳半は京土聚楽」という記載に
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ついては，現状は玄関土間と応接間が真壁白漆仕上げで，
和室は土壁である。壁は昨年塗り替えているということで
あった。
外壁に関する「裏側西側は押縁下見張り」という記載に
ついては，裏側（北側）は確かに押縁下見板張りであるの
に対して（図18），西側は漆仕上げであるが，西面は増
築した際に改造を受けた結果なので，逆に西面はこの種の
仕様ではなかったかと推察できる。
ところで，仕様書の（ニ）に「四畳半の天井はスヽ竹竿
縁にヨシズをかけ漆落しとする」という記載があるが，
現状は竿縁天井である。改造していないという聞き取りな
らびに用いられた材には相応の古さがあることから，この
箇所は仕様書通りに施工されなかったと思われる。
このように，仕様書の記載については確かに一部異なり，
寸法については多少のずれがあるものの，設計者が仕様書
で意図したことは現状とかなり符合するものであったと言
えるだろう。
なお，本仕様書の最後に設計者伊藤氏という名前が出て
いる。加藤恭平ともども現在のところどういう人物であっ
たのかは不明である。
4.昭和20年代の住宅の間取り
当該住宅の外観ならびに間取りを特徴づける言葉を列挙
すると，次のようになるであろう。小住宅（13坪），中廊
下，民家風，民芸調（家具を含めて），大きな玄関土間，座
敷飾り（床，棚，書院），居間と和室境の段差，濡縁なし，
テラス
そこで，これらをキーワードとして，昭和20年代の文
献を頼りに同時代の住宅の傾向をみ取ってみたい。参照
した文献は以下の通りである。
・田邊泰（編）『小住宅圖集』（彰國，昭和21年，ここでは
昭和25年5版）
・田邊泰（編）『新時代住宅圖集』（彰國，昭和22年，ここ
では昭和24年再版）
・藏田周忠『小住宅の設計』（主婦之友，昭和22年）
・服部勝吉，吉村孝義『新生活住宅圖集』（彰國，昭和23
年，ここでは昭和24年4版）
・中久木宏策郎，北村靜子，小野田明『これからの住居
住宅設計圖集』（創作圖案刊行會，昭和26年）
・小野薰，永井玉吉，深田秀一，平塚正『家の建て方間
取の工夫』（理工学，昭和26年，ここでは昭和28年改訂10
版）
・北尾春『数寄屋住宅図集』（彰國，昭和27年）
・水一『住みよい家の建て方』（大泉書店，昭和29年）
・住宅建築研究会（編）『すみよい住まい7 新しい小住宅』
（雄鶏社，昭和30年）
例えば，『住みよい家の建て方』には，12.5坪の住宅が
紹介されていて，4畳半の和室に比較的大きな洋間が接続
し，和室との居間境の襖は3本引きで段差を設けている。
本書では，和室は板の間より7寸から9寸ぐらい高くした
方が「イスの人と坐った人との眼の高さが大体そろって感
じがよろしい」としている（図19）。
『小住宅圖集』には，15坪の例が紹介され，居間（板の
間）は和室より5寸下げ，椅子を置いても茶の間から庭へ
の眺望を大して妨げないこと，南側に濡縁を出して非常に
広く使えることを強調している（図20）。
『小住宅の設計』には10坪の案が紹介されている。応接
兼食事室と居間（和室）との境に建具はなく，2室を開放
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図17 棟と鬼瓦
図18 北側の押縁下見板張り
的に使っている（ただし居間境には段差がある）。応接兼食事
室の窓は「わざと3枚にしました。3本溝にしますと，窓
を広く開けることができるから」と説明している（図21）。
『新生活住宅圖集』には，13.75坪の案が紹介されてい
る。板の間と6畳和室の境はカーテンによる仕切りだけで，
これら2室は開放されていて，その段差は30cmである。
板の間から南にテラスが広がり，その段差は10cmであ
る（図22）。
『新しい小住宅』には，11.8坪の事例が紹介され，「無
駄な面積を節約」することを旨に「畳敷を主体とし，廊下，
床の間等で面積をとられることを極力避けてあります」と
の説明がある。6畳和室の前に半間幅の縁側があり，その
先にテラスを設けている。（図23）。
その他の参考文献を含めて，13坪前後の住宅の間取り
の多くに共通するのは，板の間と和室の2室を襖あるいは
それなしで段差をつけて連続させること，北側に水廻りを
集めた中廊下は，できるだけ面積を切り詰めるために例外
的にしか現れないこと，庭との関係を重視してテラスが南
側に広がること，3枚のガラス戸と襖の使用が多いこと，
半間幅の床の間は見られるものの，それ自体がないことの
方が多いこと，玄関土間を接客用に用いようとする例外を
除いて，土間は最小限の大きさに抑えられていることなど
である。
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図19 12.5坪の住宅平面図
図20 15坪の住宅平面図
図21 10坪の住宅平面図
図22 13.75坪の住宅平面図
図23 11.8坪の住宅平面図
5.民芸建築との関係
ご当主との聞き取りを通して，筆者には「民芸」という
言葉が印象に残る。その際，家具を民芸家具の老舗「たく
み」から購入したということもうかがった。
そこで，この民芸という観点から，当該住宅の意匠上の
特徴を明らかにしていきたい。まず，民芸とは，最近刊行
された『民芸運動と建築』5）によると，日常の生活用具類
などに美的価値を認めようと，柳宗悦，河井次郎，濱田
庄司らによって大正末年昭和初年に始められた運動であ
ったこと，建物としては，「民藝館」（のちの三国荘），浜松
の日本民藝美術館，日本民藝館，益子参考館，河井次郎
記念館など，広い意味でのミュージアム建築を中心に形成
されたとされる。
ここに列挙された建物から民藝館と称される3件につい
て，『民芸運動と建築』の記述を参考に，それぞれの特徴
をまとめてみよう。
まず，最初の民藝館（三国荘）は，上野で開催された大
礼記念国産振興東京博覧会の展示館として昭和3年に建て
られ，会期後大阪の三国に移築された（図24）。この建物
は柳宗悦，河井次郎，濱田庄司，高林兵衛たちが設計と
建設を行い，3つの特徴が指摘されている。第一は，柱，
梁，建具などの木部は焦げ茶色で塗られ，葦張りの天井や
煤竹，曲梁など民家に範をとり，屋根には厚熨斗瓦の上に
青海波，さらに厚熨斗瓦を重ねるなど富裕な地主階級の民
家を彷彿させること，第二に照明器具と建具に，卍崩しな
どの朝鮮の意匠が現れること，第三に暖炉を設置し，畳の
間にソファを置くという洋風化が図られていたことである。
そしてこのうち，民家風と洋風という二つの要素はその後
の民芸運動の基調になったという。なお，間取りは中廊下
式であり，板の間の応接室と畳敷きの主人室との間に28
cmの段差をもつ。
次に浜松にある高林兵衛邸と日本民藝美術館。日本民藝
美術館は高林家に250年間続いた大規模な民家を解体して
美術館として再建したもので，開館は昭和6年であった。
高林邸は兵衛自らが設計して昭和4年に完成している。中
廊下式の間取りをもち，外観には切妻の破風に，4本の貫
とそれを支える束が馬目地で入り，貫が捻じれている分，
野趣に富んでいる（図25）。内部の特徴としては，梁を露
出した民家の手法や朝鮮王朝に特有の装飾に影響を受けた
建具や天井板がめられている。
日本民藝館は昭和11年に建てられ，柳宗悦が基本設計
を行った（図26）。中央部に玄関をもち左右に翼部を張り
出した凹形で，漆と大谷石からなる蔵のような外観に特
徴がある。室内では，木造であることを最大限に活かした
民家風の仕様でありながら，洋風の椅子式を採用し，和風
に依りながらも洋風にも通じる意匠からなっている。
この民藝館とは道路を挟んで対面するようにして，長屋
門と柳宗悦邸がある（図27，28）。長屋門は栃木から移築
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図24 民藝館（三国荘）
図25 高林兵衛邸
図26 日本民藝館
され（明治13年），外壁の腰壁そして屋根瓦が大谷石で作
られている。柳宗悦邸は昭和10年に建てられ，外壁は押
縁下見板張りで，上部の壁は漆塗である。間取りは水廻
りを北側に並べた中廊下式であり，家の中心に12畳の食
堂を配している。この食堂は床面より27.5cm（9寸）上が
った高さの和室と一体化して利用された（図29）。
日本民藝館に見られる外壁ならびに屋根の大谷石は，そ
の産地が宇都宮市大谷町であったことから，Y家住宅に
大谷石が用いられたのは，大工が宇都宮の人であったこと
とは無関係ではないであろう。つまり，Y家住宅の施主
ならびに設計者が抱いた民芸への関心と大工の出身地は，
本住宅の意匠上の意味を探る上で十分に留意してよいであ
ろう。
結 論
以上の考察を通じて，Y家住宅については次のように
まとめることができる。
・現当主YKさんからの聞き取りにより，昭和26年に建
てた当該住宅は，姉YCさんと姉妹2人のための住宅を
想定していたため，約13坪の小住宅で十分であった。
・同じく聞き取りから，施主と設計者にはいわゆる民芸建
築への関心が高く，それは外観では，大きな切妻造りの
屋根，その破風に見られる幾重にも組まれた貫と束の意
匠に，また竪羽目板，押縁下見板張りの仕上げに，さら
に大谷石の使用に現れている。他方，室内では，玄関土
間，ハツリ痕を残す野太い梁の使用に見てとることがで
きる。
・洋間（応接間）と和室（4畳半）との境に段差を設けて一
体として使用する手法は，昭和戦前からのものであるが，
文献調査によって昭和20年代の住宅でも根強く残り，
それが当該住宅にも採用されていた。
・また，昭和20年代の小住宅には，3枚戸の使用，庭と
の関連性をもたせたテラスの流行が見てとれ，当該住宅
も同じ傾向をもっていた。
・ただ，昭和20年代の小住宅には，その狭さから床の間
や中廊下は敬遠され少数派になっていたが，当該住宅は
床棚書院の座敷飾りをもち，水廻りを北側に集める
など，戦前の間取りをなお維持していた。
・テラスと土間の大谷石を更新したり，最近の耐震補強工
事の際に室内の全ての壁を塗り変えたりしているが，こ
れは改修であり，玄関，応接間，和室ともよく保存され
ているといえる。
このようにY家住宅は，昭和20年代の戦後復興期の小
住宅の間取りと共通する要素を多くもちながら，座敷飾り
である床棚書院をもつ応接間を洋風にしたり，外観に
伝統的な民家の意匠を用いたりと，戦前に始まった民芸運
動が戦後にも影響を及ぼしていた興味深い例として位置づ
けられる。
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図28 同柳宗悦邸
図29 同1階の食堂と客間
図27 日本民藝館柳宗悦邸の長屋門
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図30 Y家住宅応接間の展開図（左上:東面/左下:西面/右上:南面/右下:北面）
図31 Y家住宅和室の展開図（左上:西面/右上:北面/下:南面）
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註
1） 本調査は，平成22年度に，世田谷区教育委員会事務局生涯
学習地域学校連携課文化財係（佐藤明子，牧野徹）との
共同で実施した。筆者は平成22年12月に同家の建物調査報
告書を提出した。本稿はその内容に新たな知見を加えたもの
である。
2）「Y邸増築工事請負契約書」で，契約日は昭和26年10月25
日との記載がある。
3） 椅子はウィンザーチェア，テーブルは折り畳めるバタフライ
型である。（株）たくみに問い合わせたところ，同社の笠原
勝氏によれば，松本民芸家具の昭和30年代後半の物ではな
いかということであった。次に松本民芸家具に尋ねたところ
（回答者は，池田素民氏），テーブルは＃27型板脚バタフラ
イ卓子に酷似しており，製造は昭和23年～30年頃，当該の
椅子の該当品はないという回答を得た。笠原氏からは再度連
絡をいただき，昭和30年以前のこの種の椅子であればイギ
リスからの輸入である可能性が高いとのこと。以上から，Y
家住宅は昭和26年に建てられ，竣工後早々に椅子とテーブ
ルを購入したのだとすれば，テーブルは松本民芸家具製，椅
子はイギリス製ということになる。なお，昭和8年，地方の
民芸品を振興し現代生活への普及を目指すための店として，
東京の銀座に「たくみ工藝店」の名で創業し現在に至ってい
る。
4） 専門用語については，『建築大辞典（第2版）』（彰国社，
1993）を参照するとともに，戸田建設事務所の堀義之さんか
らご教示を得た。
5） 藤田治彦，川島智生，石川祐一，濱田司，猪谷聡:『民芸
運動と建築』（淡交社，2010）
図版出典
図1:作図（筆者）
図2，5～18，図26～28:筆者撮影
図3:Y家提供
図19:水一『住みよい家の建て方』（前掲書）
図20:田邊泰（編）『小住宅圖集』（前掲書）
図21:藏田周忠『小住宅の設計』（前掲書）
図22:服部勝吉，吉村孝義『新生活住宅圖集』（前掲書）
図23:住宅建築研究会（編）『すみよい住まい7 新しい小住宅』
（前掲書）
図24，25（撮影:川島智生），29:藤田治彦ほか『民芸運動と建
築』（前掲書）
（ほりうち まさあき 環境デザイン学科）
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